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　プレガードⅡ　４つの特長

１．優れた施工性
・プレキャスト製品ですので、施工が早く、工期短縮が図れます。
・曲線半径は15mまで対応できます。(連結金具は直線・曲線の両方に
　対応した金具を使用)
・縦断勾配が12％まで支柱が設置可能です。
・擁壁前面に足場設置の必要がありません。
・軽量である事から小型機械で施工できます。
・ガードレール支柱が路面側に無いため、舗装施工が容易です。
・仮設時の道路拡幅が容易に行えます。
・型枠不要による廃棄物処理が減少します。
・工期短縮、施工機械半減によるエネルギー抑制が図れます。

２．優れた経済性
・連結構造とする事で、軽量化を図りました。
・設置時の効率化を図りました。
・現場打ち構造と同等以下の経済性を実現しました。

３．優れた安全性
・本体と連結部の性能を、実験により実証しました。
・本体擁壁と分離構造とする事で、擁壁への影響があり
　ません。

４．維持補修に最適
・既存の擁壁のガードレール取替え時に天端から大きく修繕する
　ことなく対応可能です。
・高さの低いプレキャスト防護柵基礎なので取り替え容易な小構造物として設計しています。
　（製品が取り替え出来ることを検証済みです。）

※プレガードⅡは、全て受注生産になります。
※ガードロープ、ガードパイプのB,C種も使用可能です。
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　カタログご利用にあたってのお願い

●このカタログに掲載の製品は、令和５年５月現在のものです。
●このカタログは、当社取り扱い製品の主要事項を掲載したものです。
　詳しい説明、使用図面等さらに詳しい資料を必要とされる場合には、担当者までお申し付けください。
●掲載製品の中で、一部取り扱いできない地区・地域があります。
●掲載製品の規格寸法につきましては、成型寸法となっておりますので表面加工により実寸法とは異なる場合があります。
●単体図・展開図・断面図は参考例ですので、ご使用にあたっては設置場所、設置条件を考慮してください。
●製品質量は参考値のため、仕様材料(セメント・骨材等)により、若干の変動があります。
●カタログ以外の製品、および特注品についても、設計・製作いたします。担当者までお申し付けください。
●掲載製品の色につきましては、印刷の関係上、実物とは多少異なる場合があります。

　　　　保管・取扱いに関する注意事項

●製品本来の目的・仕様以外でご使用になると危険ですので十分注意してください。
●作業時には関係者以外の人が現場に立ち入らないように十分注意してください。
●リフト及びクレーンでの製品の移動時は荷崩れしないよう、静かに移動してください。
●施工治具(吊りワイヤー、金具等)は使用前に十分に点検を行ってください。
●施工治具の製品への取り付けは確実に行ってください。
●重量物ですので、据え付け吊り込み中は、製品の下に入らないでください。
●現場での作業時には、適切な保護具(ヘルメット、手袋、安全靴)をご使用ください。

　深型プレガードⅡ　

H

製品重量(Kg)

ＢＣ種用 基本寸法　t1=100　Lb=400　φ＝185

A種用 基本寸法　t1=120　Lb=500　φ＝210

989 1035 1104

1000 1100 1200 1300 1400 1500 1600 1700 1800

1150 1219 1265 1311 1380 1426520
1081 1127 1196 1242 1311 1357 1403 1472 1518620
1173 1219 1288 1224 1403 1449 1495 1564 1610720
1265 1311 1380 1426 1495 1541 1587 1656 1702820
1357 1403 1472 1518 1587 1633 1679 1748 1794920

H
B

B

製品重量(Kg)

711 754 798 842 886

800 900 1000 1100 1200 1300 1400 1500 1600 1700 1800

929 973 1017 1060 1104 1145500
787 830 874 918 961 1005 1049 1093 1136 1180 1221600
860 904 948 991 1035 1079 1122 1166 1210 1254 1295700
932 975 1019 1063 1106 1115 1194 1237 1281 1325 1366800
1003 1047 1090 1134 1178 1221 1265 1309 1352 1396 1438900
1072 1116 1159 1208 1247 1290 1334 1378 1421 1468 15071000

補強土壁 ブロック積擁壁 大型ブロック積擁壁

施工例

※深型プレガードⅡは三重県認定リサイクル製品対象外です。

国土交通省　新技術情報提供システム
KS 060003 V

新技術導入推進農業農村整備事業
農林水産省農村振興局

プレキャストガードレール工法

施工性に優れたプレキャストガードレール基礎です。
プレガードⅡは、『 道路土工-擁壁工指針 』の基準改定に
伴って開発されました。
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　施工写真
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擁壁(前面合わせ) L型擁壁(埋込み) 大型ブロック積擁壁

ブロック積擁壁 既設ブロック積擁壁 既設石積

補強土壁
(アデムウォール)

ジオテキスタイル
補強土壁

盛土(その１)

張出構造(床版橋) 張出構造(ブロック) 張出構造(石積)

多彩な施工例 あらゆる擁壁・盛土構造に対応できます。

標準型施工例
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　プレガードⅡ　標準型
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　取り替え・補修等に対応できるプレガードⅡ

防護柵
事例

　断面図・展開図

[補強土擁壁等の場合]

[プレキャストＬ型の場合]

B 100 B 100

20
001

001

20
001

001

敷モルタル

基礎コンクリート

基礎材

敷モルタル

基礎コンクリート

基礎材

L型擁壁標準 L型擁壁Sタイプ

※Sタイプの頭切寸法に注意してください。

基礎コンクリート

50以上 Ｂ 100

100以上

ｔ

敷きモルタル

均しコンクリート

※天端前面合わせの場合、モルタル抜け落ち注意のこと

[大型ブロック・積みブロック等の場合]

敷モルタル

基礎コンクリート

基礎材

張出長さ

100 B

[ 張出構造の場合 ]

1
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2
0

[張出構造の場合]
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　参考歩掛表

名　　　　　　　称

世 　 　 話 　 　 役

ブ　ロ　ッ　ク　工

形状寸法/規格 全数量

〃

人

〃

単位 備　考

0.22

0.22

0.67普　通　作　業　員

プ　レ　ガ　ー　ド　Ⅱ

クレーン付2.9t吊

L=2.00ｍ

日0.22バ   ッ   ク   ホ   ウ

諸 　 　 雑 　 　 費

個

％

5

連　　結　　金　　具 組10

16

※１．敷モルタル施工、ブロック据付、ブロック間の接合の手間を含む。
　　　また、敷モルタルの材料費も含む。
※２．歩掛は運搬距離10m程度までの小運搬を含む。
※３．床堀、埋戻し費用は含まない。
※４．ブロックの長さ2m/個を標準とする。

10ｍ当り

　適用条件・設計条件

適用条件

道路の区分

高速自動車国道

高速自動車国道

その他の道路

設計速度

80km/h以上

60km/h以上

60km/h以上

50km/h以上

一般区間

Ａ種用

Ａ種用

Ｂ種用

Ｂ種用

Ｃ種用

重大な被害が発生する恐れがある区間

－

－

設計条件

衝突荷重

支持地盤

コンクリート

裏込土砂

鉄筋

連結ボルト

[ A ]  衝突荷重 P=50kN　衝突高 Hp=0.600m　　[ B･C ] 衝突荷重 P=30kN　衝突高 Hp=0.600m

許容支持力 qa=300kN/m　　                   摩 擦 係 数 μ=0.6

単位体積重量 γ=20kN/m                      せん断抵抗角 φ=35

材　　　　　質 SD295A                       降　伏　強　度 σsy=295N/mm
許容引張応力度 σsy=270N/mm

単　位　体　積　重　量　　　　　　　　　設　計　基　準　強　度
許 容 曲 げ 圧 縮 応 力 度
許容押し抜きせん断応力度

材　　　　　　質
許容引張応力度　 

2

3

3

2

2 2

2

2

2 2

。

3

SS400相当 M20 σsy=235N/mm

σsa=210N/mm τsa=σsa/√=121N/mm

γc=24.5kN/m σck=30N/mm
σck=15N/mm τca=0.675N/mm
τpa=1.5N/mm

許　容　せ　ん　断　応　力　度

許容せん断応力度
降　伏　強　度

山積0.8m 平積0.6m3 3
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　施工手順

ボルトの設置

ボルト

ボルト

基礎


